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【問題提起・目的】

核家族化や社会環境の変化により、以前は大家族（祖父母やおじ・おば等）やご近所によって支えられてきた子育てが、現在では主に母親のみで担う傾向にある。その結果、子育てという「文化」が継承されることのないまま、孤独や不安の中母と子だけが家にこもって子育てをする「カプセル育児」が増加し、虐待やコミュニケーション力の低下などの問題が見られるようになってきた。

また、社会も子育てを当事者（親や支援者、保育園幼稚園等）にのみゆだね、自ら関わりをもたなかったり関わるきっかけが無かったりで、親や子どもの置かれている環境について無関心・無理解である場合も多くなってきた。

この状況を改善するためには「育児のカプセル」をひらき、様々な価値観を持つ地域の人々と交流しながら親も子も地域も育っていくことが大切だと考える。

そこで、地域にある様々な子育て支援の資源（施設・団体・個人等）を見つけ出し、親子に伝え・つなげていくとともに、支援者同士ネットワークを強化し、地域全体で子育てを応援する”わ”をつくり育てていくための調査・研究を行った。

【方法】

甲賀市水口町周辺（従来からの住民も多く自治活動なども盛んな反面、工場の進出や道路網の整備により新興住宅が増加し子育て世代の流入が著しい地域）を対象に、平成20年10月～平成22年3月、下記の事業を行った。

（1）地域への誘い出しの仕組みづくり～地域子育てマネージャー事業～

①子育て情報（地域版）の発信

②子育て支援に対する親の声聞取り調査

③支援の場に出かけていくきっかけ（仕組み）づくり～「はじめの一歩」登録事業等の試行

（2）子育て支援にかかる地域のネットワークづくり～子育てコーディネーター事業～

①地域の”宝（子育て支援の資源）さがし”事業

②地域子育て支援者学習交流会

（3）子育て支援に関わる人材の育成支援

　　 ①子育てサポーター交流会の実施

【成果・課題】

子育ての支援拠点が増加し、支援情報もより多くの親や支援者に届くようになり、結果対象親子の孤立感・孤独感は軽減されてきたととらえている。また、公（福祉・教育）・社協・民間NPOなどとの相互理解も進み、ともに地域の子育てをどう支えるかを考え合えるようになってきた。今はまだ当事者団体とのネットワークがメインだが、今後は自治会・企業・学校などを含めた、より広いネットワークを構築していくことが大切だと考える。

